
午
前
８
時
30
分
に
井
原
大
橋

下
へ
集
合
し
た
自
治
連
合
会
役

員
は
、
５
台
の
ト
ラ
ッ
ク
で
土

砂
の
入
っ
た
土
の
う
袋
を
回
収

し
、
事
前
に
依
頼
し
て
い
た
井

原
市
役
所
の
ダ
ン
プ
カ
ー
へ
積

み
替
え
て
市
の
処
分
場
へ
搬

送
。集

め
た
土
砂
の
量
は
今
年
も

４
ト
ン
程
度
で
、
午
前
10
時
頃

に
は
す
べ
て
の
作
業
を
終
え
、

そ
の
後
、
少
年
団
資
源
回
収
の

応
援
に
向
か
っ
た
。

改
選
で
二
人
が
入
れ
替
わ
っ

た
自
治
連
合
会
役
員
も
、
書
面

表
決
に
よ
る
総
会
、
自
治
会
費

及
び
神
社
費
集
金
、
年
度
初
め

の
各
種
回
覧
な
ど
を
経
て
一
大

行
事
の
溝
掃
除
が
完
了
し
た
こ

と
か
ら
一
段
落
。

佐
能
敏
政
会
長
ら
役
員
は
、

倉
掛
地
内
に
目
を
向
け
、
危
険

場
所
の
点
検
や
安
心
安
全
対
策

な
ど
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
。

住
民
か
ら
の
要
望
等
を
精
査
し

た
上
で
、
関
係
者
と
連
携
し
な

が
ら
課
題
解
決
に
当
た
り
た
い

と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

郷
社
役
員
会
が
７
月
２
日
、

つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ
、
総
代

ら
17
人
が
出
席
し
た
。

大
久
保
克
朗
総
代
長
の
開
会

挨
拶
に
続
い
て
議
題
に
移
り
、

４
月
に
倉
掛
夏
目
地
区
民
の
９

割
か
ら
協
力
を
得
た
神
社
費
に

つ
い
て
「
値
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
増
収
に
な
り

ま
し
た
。
社
務
所
建
て
替
え
の

課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
神

社
の
管
理
運
営
は
安
定
し
ま

す
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。

懸
案
の
巨
木
半
伐
採
も
秋
に

実
施
す
る
見
通
し
が
立
ち
、
本

年
度
は
３
本
程
度
を
予
定
。
現

在
、
業
者
ら
と
日
程
等
に
つ
い

て
調
整
中
。

消
防
井
原
分
団
第
３
部
（
田

中
達
也
部
長
）
が
６
月
５
日
、

管
轄
す
る
倉
掛
夏
目
地
内
の
暗

き
ょ
清
掃
を
行
っ
た
。

作
業
は
午
前
６
時
30
分
よ
り

元
大
西
歯
科
前
の
暗
き
ょ
周
辺

に
堆
積
し
た
土
砂
の
除
去＝

写

真
左＝

か
ら
始
ま
り
、
倉
掛
公

園
北
西
や
広
島
銀
行
北
の
暗

き
ょ
な
ど
、
計
５
カ
所
の
清
掃

を
実
施
し
た
。

井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
・
つ
ど
え
～
る
に
は
、
登
録

団
体
等
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
有
孔
パ

ネ
ル
10
枚
）
が
あ
る
。

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
予
防
対
策
等
に
よ

っ
て
市
民
活
動
も
鈍
り
が
ち
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
率
も
低

下
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
趣
味
作
品
な
ど

の
展
示
も
可
能
に
す
る
な
ど
、

利
用
規
則
の
範
囲
内
で
制
限
を

緩
和
。
徐
々
に
個
人
の
利
用
率

は
高
ま
っ
て
い
る
。

申
込
は
つ
ど
え
～
る
へ
。
電

話
62

｜

９
０
９
０

倉
掛
少
年
団
春
季
資
源
回
収

が
６
月
５
日
、
関
係
者
36
人
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

午
前
８
時
に
Ｊ
Ａ
岡
山
西
駐

車
場
へ
集
合
し
た
団
員
ら
は
、

集
積
所
の
佐
藤
物
産
株
式
会
社

（
井
原
町
下
町
）
へ
移
動
。
育

成
会
役
員
が
運
転
す
る
ト
ラ
ッ

ク
５
台
に
分
乗
し
て
、
家
々
の

前
に
出
さ
れ
た
古
新
聞
や
古
雑

誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
鉄
く
ず
な

ど
の
回
収
を
開
始
。

荷
台
が
満
杯
に
な
る
と
同
社

の
倉
庫
へ
戻
り
、
分
別
を
し
な

が
ら
荷
台
か
ら
降
ろ
す
作
業
を

約
３
時
間
続
け
た
。

午
前
10
時
ご
ろ
か
ら
は
溝

掃
除
の
土
砂
搬
送
を
終
え
た
倉

掛
自
治
連
合
会
役
員
の
応
援
も

あ
り
、
正
午
に
は
す
べ
て
の
作

業
を
終
え
た
。

育
成
会
の
藤
井
大
輔
会
長
は

「
地
元
の
方
々
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
感
謝
し
て
い
た
。
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（１）

〈 発行所 〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／佐能敏政

〈 編 集 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

暗
き
ょ
も
き
れ
い
に

倉
掛
地
区
内
の
側
溝
土
砂
一
斉
清
掃
（
５
月
22
日
～
同
月

29
日
）
が
行
わ
れ
６
月
５
日
、
自
治
連
合
会
役
員
ら
が
そ
の

土
砂
を
集
め
、
処
分
場
へ
搬
送
し
た
。

約
４
ト
ン
の
土
砂

処
分
場
へ

倉 掛 少 年 団 資 源 回 収

神

社

費

増

収

神
苑
整
備
実
施

井
原
分

団
第
３

部

倉
夏
の
５
カ
所
清
掃

梅雨入り前に行われる地域住民の溝掃除が終わり、集めた土砂
を市のダンプカーへ積み替える自治連合会役員ら＝井原大橋下

住
民
の
要
望
を
精
査

郷
社
足
次
山
神
社

ミ

ニ

展

示

場

個
人
も
利
用
可

つ
ど
え
～
る

戦
国
時
代
の
井
原
と
山
城

■佐藤拾助作の刀
井原で初公開！

■木造龍神像 星尾神社所蔵

（市指定重要文化財）
井原市文化財センター「古代ま

ほろば館」（井原町夏目333-1）
が夏季企画展を開催します。

井原市は山陽道が横断し交通の

要衝のため鎌倉時代から戦国時代

にかけて多くの山城が築かれまし

た。井原に関連する中世から近世

の資料を展示し戦国時代の井原市

域の様子を紹介します。

◇ ◇

会期：７月２３日（土）～

９月 ４日（日）

９：００～１６：３０

※月曜日休館 ※無料

●展示資料解説講座

日時：８月２０日（土）

１３：３０～１４：３０

場所：文化財センター研修室

定員：２０名（無料・要申込）

電話：0866-63-3144

古
代
ま
ほ
ろ
ば
館
企
画
展

資
源
回
収
も
み
ん
な
の
協
力
が
大
切

倉掛全域



健
康
的
介
護
予
防
に
役
立
て

よ
う
と
サ
ロ
ン
あ
す
は
が
つ
ど

え
～
る
で
６
月
10
日
、
ふ
れ
あ

い
交
流
会
を
開
い
た
。

こ
の
日
は
、
元
体
育

教
師
を
招
い
て
の
集

い
。
参
加
し
た
25
人
は

猪
原
た
え
子
講
師
の
指

導
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
で
身
体
を
ほ

ぐ
し
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ

ー
ム
を
取
り
入
れ
て
手

足
を
動
か
し
た
。

続
い
て
猪
原
宗
治
講

師
の
ギ
タ
ー
演
奏
に
合

わ
せ
て
「
青
い
山
脈
」

「
知
床
旅
情
」
「
瀬
戸

の
花
嫁
」
ド
ラ
マ
水
戸

黄
門
の
主
題
歌
「
あ
あ

人
生
に
涙
あ
り
」
「
３
６
５
歩

の
マ
ー
チ
」
「
り
ん
ご
の
歌
」

「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
の
懐
か
し

い
曲
を
合
唱
。
５
月
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
続
い
て
６
月
も

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。

倉
掛
少
年
団
と
同
育
成
会
が

６
月
19
日
、
井
原
小
学
校
校
庭

で
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
体

験
会
を
開
き
、
約
20
人
が
参
加

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
少
年
団
対

抗
球
技
大
会
（
キ
ッ
ク

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
）
は
こ

の
２
年
間
は
中
止
。
キ

ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
そ

の
も
の
を
知
ら
な
い
団

員
や
育
成
会
員
も
多
い

こ
と
か
ら
昨
年
に
続
い

て
実
施
し
た
。

午
前
８
時
30
分
、
藤

井
大
輔
育
成
会
長
の
趣

旨
及
び
概
要
説
明
に
続

い
て
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
を
開
始
。
そ
の
後

は
２
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
野
球
盤
形
式
の
ル
ー
ル
に

沿
っ
て
蹴
る
、
走
る
、
捕
る
、

投
げ
る
、
セ
ー
フ
、
ア
ウ
ト
と

い
っ
た
攻
守
の
流
れ
を
楽
し
く

体
験
し
た
。
試
合
は
８
対
１
で

Ｂ
チ
ー
ム
が
勝
っ
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
気
温
が
上

が
り
、
水
分
補
給
に
気
を
配
り

な
が
ら
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

の
基
礎
を
学
ん
だ
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
（
山
岡
由
紀

恵
会
長
）
が
７
月
７
日
、
備
前

焼
陶
芸
家
の
藤
原
宏
氏
を
招
い

て
陶
芸
教
室
を
開
催
し
た
。

備
前
焼
の
概
要
説
明
に
続
い

て
参
加
し
た
17
人
に
一
人
５
０

０
グ
ラ
ム
の
粘
土
が
配
布
さ

れ
、
手
び
ね
り
を
体
験
。
約
２

時
間
で
湯
呑
や
ジ
ョ
ッ
キ
、
花

瓶
、
皿
な
ど
に
仕
上
げ
た
。

作
品
は
乾
燥
さ
せ
て
今
年
中

に
は
藤
原
氏
の
窯
で
焼
き
上
が

る
見
通
し
。
つ
ど
え
～
る
で
の

作
品
展
も
検
討
し
て
い
る
。
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井原市文化協会切り絵教室の作品展が６月

１日から２週間、つどえ～るで開かれた。同

会メンバーの三宅紀美子さん（倉掛９組）

は郷社足次山神社を題材にした作品を展示。

美しい仕上がりが来館者の注目を集めた。

（２）

7/16  倉掛自治連合会

定例会＆防犯パトロール

7/16～17 倉掛少年団キャンプ

※真備美しい森

7/17  欅の杜の市 （門田町大谷）

7/24  倉掛少年団ラジオ体操

※ 7/24～8/6

7/24  全国珠算検定（つどえ～る）

8/ 6  倉掛少年団＆育成会

※倉掛公園清掃奉仕作業

8/ 7  井原分団第３部試運転日

8/ 7  郷社足次山神社定例清掃

※ 午前８時～

8/20  倉掛自治連合会

定例会＆防犯パトロール

- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■９組三宅紀美子さんの切り絵展示

※つどえ～るカフェはコロナ禍

のため休止中

※つどえ～る金曜朝市はコロナ

禍のため休止中

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

サ ロンあ す は交流 会

少年団キックベース

備
前
焼
教
室
を
開
催

サ
ロ
ン
あ
す
は

17
人
参
加

猪原夫妻に謝辞を述べるサロンあすは瀬川副会長

ボ
ー
ル
け
り
は
大
切
な
基
本
練
習

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
手
足
の
運
動

元気よく井原小学校の校庭を走る倉掛少年団員

一
般
的
な
サ
イ
ズ
の
切
り
絵
一
点
を

仕
上
げ
る
に
は
約
３
カ
月
を
要
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
Ｐ
Ｒ
用
に
植
え
ら

れ
た
ゴ
ー
ヤ＝

つ
ど
え
～
る


